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内の海養殖漁場環境調査 

  

酒井基介・湯浅明彦・宮田匠 
  

目  的 

 魚類養殖漁場環境調査の一環として，内の海における養殖漁場の海況，プランクトンの出現動向及び

底質の状況を調査することにより，漁場の環境特性を把握するための基礎資料を得る。 

方  法 

 調査項目及び観測層は，表 1に一括して示した。 

1) 海況，水質及びプランクトン 

 調査は，図 1に示した St.1～6の 6地点で実施した。 

 調査期間は，平成 8年 4月～平成 9年 3月の間とし，水質について月 1～2回，海況及びプラ

ンクトンについて月 1～4回の頻度で実施した。 

表 1 調査項目及び観測層 

 

 

2) 底質 

 調査は，図 1に示した St.2～7の 6地点で，平成 8年 9月 25日に実施した。採泥は，エクマン

バージ採泥器を用いて行い，表層泥を分析用試料とした。 

1. 水温（℃） 

 St.5における水温の推移を図 2に示した。 

 1m層で 8.67（2月 14日）～27.16（9月 6日），底層で 8.39（2月 6日）～26.11（9月 6日）の範

囲で推移した。4 月上旬の調査時に全層で 10 を超えており，1m 層で 6 月下旬に 20，8 月上旬に 25

を超え，底層では 7月上旬に 20，8月中旬に 25を超えた。8月上旬に短期間成層が発達し，表底層の
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水温差は 4に達したが，夏期を通じてみると水温差は概ね 2以内で推移した。9月中旬以降は水温下

降期に入り，11月中旬から 12月上旬にかけて著しく低下した。翌年 1月まで表底層の水温差が小さ

い状態で低下し続け，2月に最低水温に達した。3月に入ってから上昇しはじめ下旬には全層で 10に

達した。 

 

図 1 調査地点 

 

図 2 St.5における水温（℃）の推移 

 

2. 塩分 

 St.5における塩分の推移を図 3に示した。 

 1m層で 31.55～33.31，底層で 32.09～33.33の範囲で推移した。4月はじめは 33.2以上と高かったが，

その後は，翌年 3月まで全層とも 32台であることが多かった。5月から 7月中下旬にかけて徐々に低
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下し，8月から 10月の間は 32.2前後で横ばいに推移した。11月から 12月中旬にかけて僅かに高くな

ったが，12月下旬に一時低下し，1月中旬以降再び高くなりはじめ，3月末には全層で 32.8に達した。

32以下となったのは，年間を通じて 2回（7月 26日，12月 20日），上層でのみ観測された。 

 
図 3 St.5における塩分の推移 

 

3. 溶存酸素量（cc/l） 

 St.5における溶存酸素量の推移を図 4に示した。 

 1m層で 4.12～7.13，底層で 1.77～7.03の範囲で推移した。全層とも 5以上で推移することが多かっ

た。1m層では，5月上旬と 9月下旬から 10月上旬にかけての期間で 5以下となったが，4以下にま

で低下することはなかった。底層では，6月中旬から 7月中旬までの期間と 7月末から 10月初めにか

けて 5以下となり，8月初めから 9月中旬にかけて 4以下，9月上旬は 3以下であった。全層で 5以

下となったのは，9月下旬から 10月初めにかけてであった。一方，7月下旬の表層から中層にかけて

は 7以上と高く，2月中旬には全層で 7以上であった。 

 

図 4 St.5における溶存酸素量（cc/l）の推移 

 

4. 透明度（m） 

 透明度の推移を図 5に示した。 

 調査地点別の透明度は，St.1で 3.5～10.5（平均 6.2），St.2で 3.0～8.5（平均 6.0），St.3で 3.2～11.0

（平均 6.2），St.4で 3.4～10.6（平均 5.8），St.5で 2.8～12.0（平均 6.3），St.6で 2.1～12.2（平均 6.7）

であった。4月から 5月にかけては概ね全点で 6以上，夏期には低く推移し 4以下となることも珍し

くなく，逆に 7以上になることはなかった。一方，3月末には年間を通じて最も高い値が観測され，

全点で 8 以上であった。秋期から冬期にかけては，調査地点別による差が大きいことが多かったが，

2月から 3月中旬にかけてはその差は小さかった。 
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図 5 透明度（全点平均・最高・最小値）の推移 

 

5. COD（ppm） 

 CODの分析結果を表 2に示した。 

 各調査地点別にみると大きな差は見られなかった。時期別にみると 8，9 月に高く冬期に低い傾向

があった。層別でみると夏期には上層のほうが底層よりも高いことが多かった。 

6. 栄養塩（μg-at/l） 

1) PO4-P 

 St.2の 1m層で 0.05～1.04（平均 0.32），St.4の 1m層で 0.05～0.83（平均 0.31），St.5の 1m層で

0.05～0.77（平均 0.22），St.5の 5m層で 0.05～0.74（平均 0.22），St.5の 10m層で 0.06～0.76（平均

0.26）の範囲で推移した。 

表 2 COD（ppm） 

 

 

 St.5における PO4-Pの推移を図 6に示した。 

 

図 6 St－5における PO4-P（μg-at/l）の推移 

 

 4 月から 9 月中旬にかけて低めで推移し，9 月下旬から高くなりはじめ，10 月上旬には 0.7 に達し
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た。その後，12月まで 0.6～0.7で推移し，1月から徐々に低下しはじめた。2月中旬からは急速に低

下し，3月には 0.1以下となった。 

2) DIN 

 St.2の 1m層で 0.8～12.7（平均 5.0），St.4の 1m層で 0.4～11.6（平均 4.8），St.5の 1m層で 0.5～

12.3（平均 3.4），St.5の 5m層で 0.5～12.6（平均 3.3），St.5の 10m層で 0.4～12.2（平均 3.6）の範

囲で推移した。 

 St.5における DINの推移を図 7に示した。 

 PO4-Pと同様の推移をした。4月から 9月下旬まで 4以下と低かったが，その後，10月上旬までの

間に急速に増加し，11月から 12月にかけては 10以上で推移した。1月から低下しはじめ，2月中旬

から急速に低下し，3月には 2以下となった。 

 

図 7 St.5における DIN（μg-at/l）の推移 

 

3) SiO2-Si 

 St.2の 1m層で 3.3～25.7（平均 12.2），St.4の 1m層で 2.6～17.0（平均 10.0），St.5の 1m層で 2.2

～20.0（平均 9.1），St.5の 5m層で 2.2～19.9（平均 8.4），St.5の 10m層で 1.4～18.6（平均 8.2）の

範囲で推移した。 

 7月までは 10以下で推移することが多かったが，8月から 2月上旬までは 9月の中底層を除き，全

層で 10 以上であった。2月中旬からは，PO4-P，DIN と同様に急速に低下し，3 月には 4 以下となっ

た。 

 
図 8 St.5における SiO2-Si（μg-at/l）の推移 

 

7. プランクトン 

1) 有毒プランクトン 



－6－ 

 麻痺性貝毒原因種である Alexandrium tamarenseと A.catenellaの出現数を図 9に，下痢性貝毒原因種

である Dinophysis fortiiと D.acuminataの出現数を図 10に示した。 

 

図 9 Alexandrium属の出現数 

 
図 10 Dinophysis属の出現数 

 

 A.tamarenseの出現は，4月と 2月，3月にみられ，最高出現数は 3月 28日の 570cells/lであった。

A.cotenellaの出現は，5月から 7月にかけてみられ，出現のピークは 6月下旬から 7月上旬の間にあ

り，最高出現数は 7月 5日の 10,000cells/lであった。Dinophysis属の出現は調査期間を通じてみられ，

出現のピークは 4月下旬であった。最高出現数は，D.fortiiが 4月 26日に 270cells/l，D.acuminataが 4

月 26日に 2,940cells/lであった。 

2) 有害プランクトン 

 Chattonellaと Gymnodinium mikimotoiの出現数を図 11に示した。 

 Chattonellaは，6月 21日に初検出され，8月初めから 8月中旬にかけて出現のピークがみられ，最

高出現数は 8月 9日の 10cells/mlであった。8月下旬以降は出現数も減少し，9月中旬以降に出現はみ

られなかった。 

 G.mikimotoiは，7月 12日に初検出され，7月 26日には 344cells/mlに急増した。8月 6日から 8月

17 日の間赤潮を形成し，最高出現数は 8 月 13 日の 5,010cells/ml であった。8 月下旬には出現数は少

なく推移し，9 月上旬に再び増加したが赤潮を形成するには至らなかった。9 月下旬には出現数は減

少し終息に向かった。 
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図 11 Chattonellaと G.mikimotoiの出現数 

 

3) プランクトン組成 

 St.5におけるプランクトンの出現数を図 12に示した。 

 プランクトンの出現数（cells/ml）は，珪藻が 2～3,202（平均 738.3），渦鞭毛藻が 0～946（平均 54.6），

その他の鞭毛藻が 0～23（平均 2.9），繊毛虫が 0～10（平均 2.6）であった。 

 
図 12 St.5におけるプランクトンの出現数 

 

 期間を通じて珪藻が優占することが多く，珪藻出現数が 1,000cells/ml を超えた時期と優占種は，5

月中旬に Skeletonema，6 月下旬から 7 月中旬にかけて Chaetoceros，8 月下旬から 9 月中旬にかけて

Chaetoceros，2月末に Skeletonema，Chaetoceros，Rhizosoleniaの複合，3月中旬には Rhizosoleniaであ

った。一方，渦鞭毛藻が優占し，出現数が 100cells/mlを超えたのは，7月下旬と 8月上旬でいずれも

Gymnodinium属の増加によるものであった。 

4) ネット採集 

 St.5におけるネット採集によるプランクトンの沈澱量及び優占種の推移を表 3に示した。 
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表 3 ネット採集によるプランクトンの沈澱量および優占種の推移 

 
 

 4月に Noctilucaが多く第 1優占種となった他は，珪藻が第 1優占種となった。沈澱量の多かった時

期は，7月から 9月上旬にかけてで，第 1優占種は全て Chaetocerosであった。 

8. 底質 

 底質調査結果を表 4に示した。 

 CODが水産用水基準の 20mg/gを上回った地点は St.6のみ，全硫化物が水産用水基準の 0.2mg/gを

上回った地点は St.7を除いた 5地点であった。汚れの度合いが大きい地点は，昨年と同様に St.2，5，

6であり，COD値は昨年に較べると低下，全硫化物量は逆に増加した。 

表 4 底質調査結果 

 

 


